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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用したマスクに付着する新型コロナウイルス
を、所定の温度と時間で加熱することによって不活性化
させながら、マスクのフィルター機能は維持する、マス
ク加熱装置を提供する。
【解決手段】マスク加熱装置１０は、マスクを収納する
ための収納部５０を具備する筐体部２０と、収納部５０
を閉塞する蓋としての蓋部８０とを有し、収納部５０は
、マスクを所定の温度を維持しつつ加熱して新型コロナ
ウイルスを不活性化させながら、マスクのフィルター機
能を維持するための加熱部９０と、を有する。また、所
定温度で加熱する時間を計測するタイマーをさらに有す
る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　マスクを収納するための収納部を具備する筐体部と、
　前記収納部を閉塞する蓋としての蓋部と、
　前記収納部は、マスクを所定の温度を維持しつつ加熱するための加熱部と、を有し、
　前記所定温度で加熱する時間を計測するタイマーと、をさらに有するマスク加熱装置。
【請求項２】
　マスクを収納するための収納部を具備する筐体部と、
　前記収納部を閉塞する蓋としての蓋部と、
　前記収納部は、マスクを所定の温度に加熱するための加熱部と、
　前記加熱部が加熱する温度を維持する温度維持部と、を有し、
　前記所定温度で加熱する時間を計測するタイマーと、をさらに有するマスク加熱装置。
【請求項３】
　前記筐体部は、底を構成する底部と、
　前記底部を取り囲むように構成された壁部と、を有し、
　前記底部の内部に、空間となる底空間部と、
　前記壁部の内部に、空間となる壁空間部と、をさらに有する請求項１または２記載のマ
スク加熱装置。
【請求項４】
　前記蓋部の内部に、空間となる蓋空間部と、をさらに有する請求項１または２記載のマ
スク加熱装置。
【請求項５】
　前記底空間部と、前記壁空間部に、空気をいれた空気層を有する請求項３記載のマスク
加熱装置。
【請求項６】
　前記蓋空間部に、空気をいれた空気層を有する請求項４記載のマスク加熱装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、マスクを加熱する装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　新型コロナウイルス（ＳＡＲＳ－Ｃｏｖ－２）の感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の流行に
より、そのウイルスを他人に移す可能性を軽減するためにマスクをつけることが推奨され
ている。従来マスクは、使い捨てであり、１回の使用ごとに取り換えることとされている
。
【０００３】
　しかしながら、このような状況のもと世界的にマスクが不足する事態となった。これに
対し、高額な転売の禁止など法的措置が講じられマスク不足は解消されたが、新型コロナ
ウイルスの感染症の流行は続いている。
【０００４】
　これに対し、特表２０１９－５２８１７２号において、洗浄耐久性があり、抗細菌特性
及び／又は改善された耐洗浄性を有する「布地材料からなる少なくとも１つの層と、好ま
しくは微粒子フィルタ材からなる少なくとも１つの層とを有し、１以上の着色除去剤及び
／又は１以上の親水性薬剤及び／又は１以上の抗菌剤が前記布地材料に付着している、洗
浄耐久性のあるフェイスマスク。」が開示されている。
【０００５】
　このようなマスクは、新型コロナウイルスを他人に移す可能性を軽減するために有効で
あることが考えられる。しかしながら、上述の特殊なマスクではコストが上昇するのみな
らず世界的な需要に答えることはできない。
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【０００６】
　一方で新型コロナウイルスは、以下の非特許文献により70度以上で5分以上加熱するこ
とで不活性化するといわれ、150度以上で変形・収縮率が大きくなると言われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特表２０１９－５２８１７２号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】“英国のLancet Microbe誌電子版（2020年4月2日掲載）「香港大学のAl
ex W H Chin氏らが行った、サージカルマスクの内側と外側にウイルスを含む小滴を付着
させた、感染価の測定結果による。」”[令和３年２月３日検索]、インターネット＜ＵＲ
Ｌ：http://www.thelancet.com/journals/lanmic/article/.../fulltext＞
【非特許文献２】“ヤフージャパンに掲載された、ネッチジャパン株式会社「マスクを電
鍋で洗浄してみた！その（４）　マスクって何度くらいで縮むの？」（2020年5月12日付
）の、マスクとフィルターの温度に対する収縮率の実験結果（乾熱）による。”[令和３
年２月２６日検索]、インターネット＜ＵＲＬ：http://www.netzsch.co.jp/application/
20200512/＞
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００９】
　本考案は前記の点に着目してなされたもので、その課題は、使用したマスクを加熱する
マスク加熱装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記の課題を解決するために、第１観点のマスク加熱装置は、マスクを収納するための
収納部を具備する筐体部と、収納部を閉塞する蓋としての蓋部と、収納部は、マスクを所
定の温度を維持しつつ加熱するための加熱部と、を有し、所定温度で加熱する時間を計測
するタイマーと、をさらに有するというものである。
【００１１】
　また、第２観点のマスク加熱装置は、マスクを収納するための収納部を具備する筐体部
と、収納部を閉塞する蓋としての蓋部と、収納部は、マスクを所定の温度に加熱するため
の加熱部と、加熱部が加熱する温度を維持する温度維持部と、を有し、所定温度で加熱す
る時間を計測するタイマーと、をさらに有するというものである。
【００１２】
　また、第３観点のマスク加熱装置は、第１観点または第２観点において、筐体部は、底
を構成する底部と、側部を取り囲むように構成された壁部と、を有し、底部の内部に、空
間となる底空間部と、壁部の内部に、空間となる壁空間部と、をさらに有するというもの
である
【００１３】
　また、第４観点のマスク加熱装置は、第１観点から第３観点において、蓋部の内部に、
空間となる蓋空間部と、をさらに有するというものである。
【００１４】
　また、第５観点のマスク加熱装置は、第３観点において、底空間部と、前記壁空間部に
、空気をいれた空気層を有するというものである。
【００１５】
　また、第６観点のマスク加熱装置は、第４観点において、蓋空間部に、空気をいれた空
気層を有するというものである。
【考案の効果】
【００１６】
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　本考案は以上のように構成され、かつ、作用するものであるから、使用したマスクを加
熱するマスク加熱装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】Ａは、第１実施例の加熱装置の斜視図である。Ｂは、蓋部を開けた状態の第１実
施例の加熱装置の斜視図である。
【図２】蓋部を閉じた状態の図１のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【図３】図１ＢのＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図４】第１実施例の加熱装置にマスクを収納しようとする状態図である。
【図５】Ａは、第２実施例の加熱装置の斜視図である。Ｂは、蓋部を開けた状態の第２実
施例の加熱装置の斜視図である。
【図６】図５ＡのＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【図７】図５ＡのＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図である。
【図８】図５ＢのＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図である。
【図９】第３実施例の加熱装置の斜視図である。
【図１０】図９のＸ－Ｘ線断面図である。
【図１１】Ａは、第２実施例加熱装置の使用状態図である。Ｂは、蓋部を閉じようとする
第２実施例加熱装置の使用状態図である。
【図１２】Ａは、第４実施例の加熱装置に温度維持部を取り付けた状態を示す図である。
Ｂは、第４実施例の加熱装置に温度維持部を取り付けた状態を示す概念図である。
【図１３】Ａは、第５実施例の加熱装置に温度維持部を取り付けた状態を示す図である。
Ｂは、第５実施例の加熱装置に温度維持部を取り付けた状態を示す概念図である。
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図示の実施形態を参照して第１実施例のマスク加熱装置１０について説明する。
第１実施例のマスク加熱装置１０は、マスクＭを加熱することにより例えば使用したマス
クＭに付着した新型コロナウイルスを不活性化しようとするものである。第１実施例のマ
スク加熱装置１０は、全体として箱型形状を呈するものであり、マスクＭを収納するため
の収納部５０を具備する筐体部２０と、その収納部５０を閉塞する蓋としての蓋部８０と
、を有するものである。また、その収納部５０は、マスクＭを加熱するための加熱部９０
と、を有するものである。また、その所定温度で加熱する時間を計測するタイマー１１０
と、をさらに有するというものである。また、後述するように、加熱部９０に替えて、第
４の加熱部５９０と、その第４の加熱部５９０によって、加熱温度を一定に維持するため
の温度維持部６００と、を有する場合がある。なお、それらは後述するように別体として
配置する場合がある。
【００１９】
　筐体部２０は、いわばマスクＭを収納するための箱というべきものであって、その内側
にマスクＭを収納しうる収納部５０を有するものである。筐体部２０は、底を構成する底
部２５とその底部２５の周囲に立設するように配置した、いわば壁となる壁部３０を有す
る。したがって、収納部５０は、上述の底部２５と、壁部３０に囲まれた空所である。第
１実施例のマスク加熱装置１０における収納部５０は、直方体形状の空所である。
【００２０】
　また筐体部２０は、合成樹脂で作成することが好ましく、また、いわゆる耐熱性樹脂で
あっても好ましい。たとえば、ＰＥ（高密度ポリエチレン樹脂），ＰＴＦＥ(フッ素樹脂)
、ＰＶＤＣ（ポリ塩化ビニルデン樹脂）、ＰＣ（ポリカーボネート樹脂）、ＰＦ（フェノ
ール樹脂），ＰＰＳ（ポリフェニレンサルファイド樹脂）、を使用することができる。な
お、蓋部８０についても同様である。
【００２１】
　また、底部２５は、所定の厚みを有し、その内部を中空構造にすることが好ましく、底
部２５の内部は閉鎖された空間である底空間部２６を有する。底空間部２６は例えば、空
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気を入れたいわば空気層による断熱層２７とすること、または、ほぼ真空状にすることで
断熱効果を奏することができる。また、断熱部材を充てんすることも可能である。たとえ
ば、フェノールフォームを充てんすることも好ましい。またウレタンフォームを充てんす
ることもできる。
【００２２】
　また、壁部３０は、中空構造にすることが好ましく、壁部３０の内部は閉鎖された空間
である壁空間部３１を有する。壁空間部３１は例えば、空気を入れたいわば空気層による
断熱層３２とすること、または、ほぼ真空状にすることで断熱効果を奏することができる
。また、断熱部材を充てんすることも可能である。たとえば、フェノールフォームを充て
んすることも好ましい。またウレタンフォームを充てんすることもできる。なお、第１実
施例のマスク加熱装置１０における底空間部２６と壁空間部３１とは連通するように構成
されているが、これらは独立した状態であっても好ましい。なお、断熱部材２７および断
熱部材３２も同様である。
【００２３】
　また、壁部３０の上端部３５は平滑であり、収納部５０を取り囲むように配置されてい
る。これについてはさらに後述する。
【００２４】
　蓋部８０は、文字通り、収納部５０を閉塞するために蓋となるものであって、蝶番８７
、８７を介して筐体２０に対し開閉可能に配置されている。蓋部８０の裏面８１に、欠き
込み部８２を有し、裏面８１の周囲を囲むように配置されている。この欠き込み部８２は
、蓋部８０が閉じるときに、壁の上端部３５と直角に二面で接するように配置され、上端
部３５と欠き込み部８２の二ケ所に磁石で開き止め部８４を埋め込む。これにより、収納
部５０の気密性を保つことができる。また蓋部８０の表面８５は鏡面加工することができ
る。
【００２５】
　また、蓋部８０は、中空構造にすることが好ましく、蓋部８０の内部は閉鎖された空間
である蓋空間部８６を有する。蓋空間部８６は例えば、空気を入れたいわば空気層による
断熱層８７とすること、または、ほぼ真空状にすることで断熱効果を奏することができる
。また、断熱部材を充てんすることも可能である。たとえば、フェノールフォームを充て
んすることも好ましい。またウレタンフォームを充てんすることもできる。
【００２６】
　加熱部９０は、収納部５０に配置され、マスクＭを加熱するためのものである。加熱部
９０は、面状の発熱体が好ましい。また、面状の発熱体として、いわゆるＰＴＣ（Positi
ve Temperature Coefficient（正温度係数））ヒーターが好ましい。ＰＴＣヒーターは、
温度の上昇に伴い抵抗値が上昇し電流が下がることであらかじめ所定の温度を維持するこ
とができる。したがって、その温度はあらかじめ任意に設定することができ、その温度を
設定したＰＴＣヒーターを収納部５０に配置することができる。したがって、加熱部９０
に上述のＰＴＣヒーターを使用した場合は、その温度を維持するためのサーモスタット類
の温度維持部を必ずしも必要としないのである。
【００２７】
　ここで所定の温度とは、一般的に新型コロナウイルスを不活性化するためには、摂氏７
０度以上を、５分以上維持することが必要と言われている。一方で、マスクＭのマスク及
びフィルター機能は、摂氏１５０度以上から変形・収縮率が大きくなることが言われてい
る。そこで上述のＰＴＣヒーターは、９０度以上１５０度以下に温度を維持するようにあ
らかじめ設定することで、マスクＭに付着したウイルスを、７０度以上を５分以上維持す
る事により、いわゆる熱伝導によりマスク全体が加熱されウイルスを不活化しつつ、マス
クＭの組成を損傷する恐れを可及的に軽減することを目的としている。また、後述する温
度を維持する温度維持部６００を有する場合も同様に、９０度以上１５０度以下に温度を
維持するようにあらかじめ設定することができる。
【００２８】
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　加熱部９０は、底部２５上に載置することで、収納部５０にその加熱部９０を配置する
ことができる。また、上述の通り面状の発熱体を収納部５０の全面に貼り付けることがで
きる。このように、マスクＭを収納部５０に配置したときに、そのマスクＭ全体を加熱す
るのに好適である。
【００２９】
　また、上述の、所定温度で加熱する時間を計測するタイマー１１０は配電部１５０に設
置され、加熱する時間の終了を、図示しない使用者に知らせるためのものである。表示灯
１１１と、タイマー基盤１１２と、加熱部９０のスイッチ１１５とで構成され、そのタイ
マー基盤１１２によって制御され、図示しない使用者はその終了する時間をセットするこ
とができる。なお、配線Ｗ１は、表示灯１１１と、タイマー基盤１１２に接続され、配線
Ｗ２は、接続部９１を介してタイマー基盤１１２に接続され、配線Ｗ１０は、タイマー基
盤１１２と外部から給電するためのコンセントであるＵＳＢ（Universal Serial Bus）端
子１２０に接続される（図３参照）。したがって、加熱部９０のスイッチ１１５によって
、オン・オフすることで、タイマー１１０をオン・オフすることができる。
【００３０】
　図示しない使用者は、第１実施例におけるタイマー１１０において、加熱部９０のスイ
ッチ１１５をオンした直後に、加熱部９０の加熱が始まり表示灯１１１が点灯し、昇温時
間を含め１０分経過後にスイッチはオフとなり表示灯は消灯し、加熱は終了する。タイマ
ー１１０および、加熱部９０をオン・オフするスイッチ１１５は、配電部１５０に配置さ
れている（図３参照）。
【００３１】
　加熱部９０は外部から給電するために、ＵＳＢ端子１２０に接続されている。すなわち
、接続部９１を介してタイマー基盤１１２を経由し、外部電源を入力する配線Ｗ１０によ
ってＵＳＢ端子１２０の一方に接続され、また、配線Ｗ１１は、接続部９１を介してスイ
ッチ１１５に接続され、配線Ｗ１２は、スイッチ１１５とＵＳＢ端子１２０の他方に接続
されている。したがって配線Ｗ１１と配線Ｗ１２は、スイッチ１１５によってオン、オフ
されるように配置されている。このように、ＵＳＢ端子１２０は、図示しない１００ボル
トの家庭用の電源に図示しないＡＣ－ＤＣアダプターを用いて電気的に接続することがで
きる。なお、これらのタイマーとスイッチの一体型操作機能の構成には、図示しない専用
の電子基板で制御するタッチパネルを使用する事ができる。
【００３２】
　また、第２実施例のマスク加熱装置２００も第１実施例のマスク加熱装置１０と同様に
、マスクＷを加熱することにより例えば可能な限り付着した新型コロナウイルスを不活性
化しようとするためのものである。ここで、第１実施例のマスク加熱装置１０と同様の構
成については同様の符号を付しその説明を省略することがある。第２実施例のマスク加熱
装置２００と第１実施例のマスク加熱装置１０との相違は、その筐体２２０の大きさであ
り、筐体部２０のほぼ半分の大きさである。このような構成したのはコンパクトで持ち運
び容易とするためである。また、第２収納部２５０は、マスクＷを２つ折り状態で収納す
ることができる。
【００３３】
　第２実施例のマスク加熱装置２００も、全体として箱型形状を呈するものでありマスク
Ｗを収納するための第２収納部２５０を具備する、第２筐体部２２０と、その第２収納部
２５０を閉塞する蓋としての第２蓋部２８０と、を有するものである。また、第２蓋部２
８０も、蓋部８０のおよそ半分の大きさである。また、その第２収納部２５０は、マスク
Ｗを加熱するための第２加熱部２９０と、を有し、その所定温度で加熱する時間を計測す
るタイマー１１０と、をさらに有するというものである。
【００３４】
　また、第２筐体部２２０は、いわばマスクＷを収納するための箱というべきものであっ
て、その内側にマスクＷを収納しうる第２収納部２５０を有するものである。第２筐体部
２２０は、底を構成する第２底部２２５とその第２底部２２５の周囲に立設するように配
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置した、いわば壁となる第２壁部２３０を有する。また、第２収納部２５０は、上述の第
２底部２２５と、第２壁部２３０に囲まれた空所である。第２実施例のマスク加熱装置２
００における第２収納部２５０は、ほぼ正方形状の空所である。
【００３５】
　また第２筐体部２２０は、合成樹脂で作成することが好ましく、特に耐熱性樹脂である
、ＰＥ（高密度ポリエチレン樹脂），ＰＴＦＥ(フッ素樹脂)、ＰＶＤＣ（ポリ塩化ビニル
デン樹脂）、ＰＣ（ポリカーボネート樹脂）、ＰＦ（フェノール樹脂），ＰＰＳ（ポリフ
ェニレンサルファイド樹脂）、を使用することができる。なお、第２蓋部２８０について
も同様である。
【００３６】
　また、第２底部２２５は、所定の厚みを有し、その内部を中空構造にすることが好まし
く、第２底部２２５の内部は閉鎖された空間である第２底空間部２２６を有する。第２底
空間部２２６は例えば、空気を入れたいわば空気層による断熱層２２７とすること、また
は、真空状にすることで断熱効果を奏することができる。また、断熱部材を充てんするこ
とも可能である。たとえば、フェノールフォームを充てんすることも好ましい。またウレ
タンフォームを充てんすることもできる。
【００３７】
　また、第２壁部２３０は、中空構造にすることが好ましく、第２壁部２３０の内部は閉
鎖された空間である第２壁空間部２３１を有する。第２壁空間部２３１は例えば、空気を
入れたいわば空気層による断熱層２３２とすること、または、真空状にすることで断熱効
果を奏することができる。断熱部材を充てんすることも可能である。たとえば、フェノー
ルフォームを充てんすることも好ましい。またウレタンフォームを充てんすることもでき
る。
【００３８】
　また、第２壁部２３０の第２上端部２３５は平滑であり、第２収納部２５０を取り囲む
ように配置されている。これについてはさらに後述する。
【００３９】
　第２蓋部２８０は、文字通り、第２収納部２５０を閉塞するために蓋となるものであっ
て、第２蝶番２８７、２８７を介して第２筐体２２０に対し、横開きに開閉可能に配置さ
れている。第２蓋部２８０の第２裏面２８１に、第２欠き込み部２８２を有し、第２裏面
２８１の周囲を囲むように配置されている。この第２欠き込み部２８２は、第２蓋部２８
０が閉じるときに、壁の第２上端部３５と直角に二面で接するように配置され、第２上端
部２３５と第２欠き込み部２８２の二ケ所に磁石で構成された第２開き止め部２８４を埋
め込む。これにより、第２収納部２５０の気密性を保つことができる。また第２蓋部２８
０の表面２８５は鏡面加工することができる。
【００４０】
　また、第２蓋部２８０は、中空構造にすることが好ましく、第２蓋部２８０の内部は閉
鎖された空間である第２蓋空間部２８６を有する。第２蓋空間部２８６は例えば、空気を
入れたいわば空気層による断熱層２８７とすること、または、真空状にすることで断熱効
果を奏することができる。また、断熱部材を充てんすることも可能である。たとえば、フ
ェノールフォームを充てんすることも好ましい。またウレタンフォームを充てんすること
もできる。
【００４１】
　第２加熱部２９０は、第２収納部２５０に配置され、マスクＷを加熱するためのもので
ある。第２加熱部２９０は、面状の発熱体が好ましい。また、面状の発熱体として、いわ
ゆるＰＴＣ（Positive Temperature Coefficient（正温度係数））ヒーターが好ましい。
加熱部９０との相違は大きさが異なることである。したがって、その温度はあらかじめ任
意に設定することができ、その温度を設定したＰＴＣヒーターを第２収納部２５０に配置
することができる。なお、第２加熱部２９０に上述のＰＴＣヒーターを使用した場合は、
その温度を維持するためのサーモスタット類の温度維持部は不要となる場合がある。
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【００４２】
　第２加熱部２９０は、第２底部２２５上に載置することで、第２収納部２５０にその第
２加熱部２９０を配置することができる。また、上述の通り面状の発熱体を第２収納部２
５０の全面に貼り付けることができる。このように、第２収納部２５０に配置したマスク
Ｗ全体を加熱するのに好適である。
【００４３】
　上述の、所定温度で加熱する時間を計測するタイマー１１０は、上述した通りであり、
同一の符号を付しその説明は省略する。また、第２加熱部２９０は外部から給電するため
に、ＵＳＢ端子１２０に接続されている。すなわち、第２接続部２９１を介して外部電源
を入力する配線Ｗ１０によってＵＳＢ端子１２０の一方に接続され、また、配線Ｗ１１は
、第２接続部２９１を介してスイッチ１１５に接続され、配線Ｗ１２は、スイッチ１１５
とＵＳＢ端子１２０の他方に接続されている。したがって、配線Ｗ１１と配線Ｗ１２は、
スイッチ１１５によってオン、オフされるように配置されている。このように、ＵＳＢ端
子１２０は、図示しない１００ボルトの家庭用の電源に図示しないＡＣ－ＤＣアダプター
を用いて電気的に接続することができる。なお、これらは第２配電部３５０に配置されて
いる。なお、これらのタイマーとスイッチの一体型操作機能の構成には、図示しない専用
の電子基板で制御するタッチパネルを使用する事ができる。
【００４４】
　また、第３実施例のマスク加熱装置３００は、第２実施例のマスク加熱装置２００と後
述する相違点を除きその構成はほぼ同様であり同一の構成については同一に符号を付しそ
の説明を省略する。
【００４５】
　第３実施例のマスク加熱装置３００と第２実施例のマスク加熱装置２００との相違点は
、第２加熱部２９０に給電するためのモバイルバッテリー３９０と接続するための入力す
るＵＳＢ端子１２０を有し、電源コード４３０を用いて電気的に接続することができる。
これにより外出先においてもマスクＷを加熱することができる。なおこれらは第３配電部
４５０に配置されている。また、図示しない薄型バッテリーは、底部２２５の下部に設置
して加熱部２９０に給電することができる。
【００４６】
　上述の所定温度で加熱する時間を計測するタイマー１１０は、上述した通りであり、同
一の符号を付しその説明は省略する。
【００４７】
　また、第１実施例のマスク加熱装置１０における加熱部９０に替えて、第４の加熱部５
９０を配置した第４実施例のマスク加熱装置５００について説明する。第４の加熱部５９
０は、面状の発熱体として、フィルムヒーター、シリコンラバーヒーターまたは、ニクロ
ム線ヒーター、カーボンヒーター、セラミックヒーターを使用することができる。なお、
その場合は、一定の温度を維持するためのサーモスタット類の温度維持部６００が必要と
なる場合がある。温度維持部６００は、温度を計測する温度センサー６０１と、電力を入
力する入力配線６０２と、その入力配線６０２から入力した電力を、加熱部５９０に出力
する出力配線６０３と、所定の温度によって、入力配線６０２と出力配線６０３との、連
結または、切断を、切り替えることができるサーモスタット本体６１０とを有する。温度
センサー６０１は、温度センサー貫通孔１４５から、収納部５０に侵入し、その収納部５
０の温度を計測することができる。これにより、収納部５０の温度が所定の温度に達する
と、入力配線６０２と出力配線６０３の接続を、サーモスタット本体６１０が切断するこ
とで、第４の加熱部５９０の温度上昇を抑制する。また温度が低下すると、再び、切断さ
れた入力配線６０２と出力配線６０３とを接続するものである。なお、他の構成は、第１
実施例のマスク加熱装置１０とほぼ同様であり同一の符号を付しその説明を省略すること
がある。
【００４８】
　また、第２実施例のマスク加熱装置２００も第２加熱部２９０に替えて、第５の加熱部
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７９０を配置した第５実施例のマスク加熱装置７００について説明する。第５の加熱部７
９０は、面状の発熱体として、フィルムヒーター、シリコンラバーヒーターまたは、ニク
ロム線ヒーター、カーボンヒーター、セラミックヒーターを使用することができる。なお
、その場合は、一定の温度を維持するためのサーモスタット類の温度維持部６００が必要
となる場合がある。温度維持部６００は、上述の通りであり、同一の符号を付しその説明
を省略する。なお、他の構成は、第２実施例のマスク加熱装置２００と同様であるので、
同一の符号を付しその説明は省略する。
【００４９】
　上述の、第１実施例のマスク加熱装置１０の使用方法としては、マスクＭ単体を収納部
に配置して加熱する。蓋部８０を開けた状態において、マスクＭを顔から外した状態で二
つ折りにして、ノーズパットの部位を、裏面８１の欠き込み部８２の一部にある幅広部８
３に合わせて蓋部８０を閉じ、磁石で構成された開き止め部８４で固定する事ができる。
その後、例えば、１１０度で昇温時間を含め１０分加熱する。加熱部がＰＴＣヒーターの
場合、サンプルヒーターによる簡易実験では、ヒーター温度よりマスク上面温度は約３０
度低下するので、例えば、あらかじめ１1０度で設定したものを使用し、タイマー１１０
で表示灯１１１が消えるように、例えば、１０分とセットし使用者に通知する。
【００５０】
　また、第２実施例のマスク加熱装置２００の使用方法としては、マスクＷ単体を収納部
に配置して加熱する。蓋部２８０を開けた状態において、マスクＷを顔から外した状態で
一旦左右に広げ一部を第２収納部２５０に配置するとともに、二つ折りにしてノーズパッ
トの部位を、第２裏面２８１の第２欠き込み部８２の一部にある第２幅広部２８３に合わ
せて、第２蓋部２８０を閉じ、磁石で構成された第２開き止め部２８４で固定する事がで
きる。その後、例えば、１1０度で昇温時間を含め１０分加熱する。加熱部がＰＴＣヒー
ターの場合、サンプルヒーターによる簡易実験では、ヒーター温度よりマスク上面温度は
約３０度低下するので、例えば、あらかじめ１1０度で設定したものを使用し、タイマー
１１０で表示灯１１１が消えるように、例えば、１０分とセットし使用者に通知する。ま
た、第３実施例のマスク加熱装置３００も同様に使用することができる。
【００５１】
　また、第４実施例のマスク加熱装置５００および第５実施例のマスク加熱装置７００に
ついても、温度維持部６００が温度を計測する温度センサー６０１を介して、入力配線６
０２と出力配線６０３との連結を切断する温度を、あらかじめ、例えば１1０度と設定し
、入力配線６０２と出力配線６０３とが連結することで一定の温度を維持しつつタイマー
１１０で表示灯１１１が消えるようにすることができる。例えば、昇温時間を含め１０分
とセットし使用者に通知することで、マスクＭに付着した新型コロナウイルスを不活化す
る可能性を有することができる。なお、第５実施例のマスク加熱装置７００における第５
配電部７５０の内部は、第２実施例の第２配電部３５０と同様であり、同一の符号を付し
その説明を省略する場合がある。
【００５２】
　また、第１実施例から第５実施例のすべてのマスク加熱装置においては、新型コロナウ
イルスにだけにとどまらず、今後起こりえる同条件の感染症に対しても使用することがで
きることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５３】
１０　マスク加熱装置
２０　筐体部
２５　底部
２６　底空間部
３０　壁部
３１　壁空間部
５０　収納部
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８０　蓋部
８６　蓋空間部
９０　加熱部
１１０　タイマー
６００　温度維持部
Ｍ　　マスク（第1・4実施例）
Ｗ　　マスク（第2・3・5実施例）
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